
写真フィルムを長期保存するには…
―講演と包材のデモンストレーション―

「日本写真保存センター」大阪保存セミナー

主催：公益社団法人日本写真家協会       

 　皆さまが撮られてきた数多くの写真フィルムが、知らぬ間に劣化が進み使用できないまでに

ダメージを受けていることをご存知ですか。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　「日本写真保存センター」では 2007年から、文化庁の委嘱を受けて「写真フィルムの保存・

活用」と「文化関係資料のアーカイブの構築」に関する調査研究を行っています。これまで最

も一般的に使われてきた TAC（トリアセテートセルロース）フィルムの劣化現象のひとつに、

ビネガーシンドロームと呼ばれるフィルムベースの加水分解による劣化があります。 　　　　　

　フィルムは高温、高湿度の環境に長く置かれたままだと約 10年で劣化が起こり、使用できな

くなります。対策としては、低温、低湿度の場所に移して、フィルムが納まっている包材を中

性紙のものに交換する必要があります。　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　本セミナーで　本セミナーでは、写真原板の適切な保存について保存科学の専門家にご説明をいただき、あ

わせて包材メーカーによる写真関連の包材展示を行います。展示では包材を実際に手に取って

ご覧いただけます。ぜひご参加ください。


